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	 これまでに発見されている系外惑星系の特徴を統計的に理解するための、新たな系外惑星

データベース「ExoKyoto」を開発した。「ExoKyoto」のコアモジュールは C++で記載され、

「系外惑星」「ホスト星」などをはじめとする様々なクラスが定義されており、今後もユー

ザーの要求に対して柔軟な拡張が可能である。 

	 本データベースは、すでに存在する Exoplanet.eu, Open Exoplanet Catalogue, NASA exoplanet 

archiveなどの他のデータベースとの相互比較参照モジュールや、トランジット法のみで確認

されているスーパーアースサイズの惑星についての質量推定モジュール（Larsen & Geoffrey, 

2014）などを有し、過去のデータベースを包括した上位互換的なデータベースとなっている。

また、ハビタブルゾーンについては、Kopparapu et al. (2013) の定義の他に、太陽系相当天文

単位（SEAU）などを定義し、異なるハビタブルゾーンの定義を互いに比較することができ

るようになっている。さらに、Kepler データ等に基づくフレア星のリストや Google Sky を

用いた天球上での惑星系の位置表示など、これまでにはなかった多様な機能も新たに組み込

まれている。 

	 一方、系外惑星に関するポータルサイト「Extrasolar Planet’s Catalogue」の作成も行った。

本サイトでは、個々の系外惑星の情報や、主な系外惑星についての紹介記事などを、随時ア

ップデートしていく予定である。系外惑星データベース「ExoKyoto」についても、本サイト

にてダウンロードすることが可能である。 
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